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１．はじめに  

道路建設において現地発生材を有効に再利用する必

要性が以前にも増している．五島蝋石土は鉱石粉砕の

際に発生する粒径の小さい 2mm以下は主な用途がない

ことで問題となっている．珪藻土は一般の土に比べて

土粒子の密度は小さく，間隙比が高いため優れた保水

性を有する． 

本研究の目的は，五島蝋石土に珪藻土を配合した改

良土の強度と保水性と透水性を高め，力学特性を調べ

ることである．強度に優れることで防草効果が期待で

き，保水性に優れることで土中の水分の影響で路面温

度やヒートアイランド現象を抑えることができ，透水

性に優れることで路面に雨水が滞留しなくなる効果が

期待される． 

２．実験概要 

 2.1 試料 

表-1,図-1 に五島蝋石と珪藻土の物理的性質と粒径加

積曲線を示す． 

表-1 試料の物理的性質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 粒径加積曲線 

 

 

 

2.2 固化材 

海水から抽出された，水酸化マグネシウムを主成分

としているマグネシウム系固化材を用いる． 

 

2.3 供試体の作成 

今回，作製した供試体の試料の配合と水と固化材の

添加率を表-2の通りに示し，五島蝋石土と珪藻土は体積

比で配合し，マグネシウム固化材と水は質量比で添加

を行った．突き固めは三層に分け，突き固め回数を1層

につき12回とし，ランマーの重量は1.5kgとして実験を

行った． 供試体は材齢7日間と28日間で養生を行う． 

 

表-2  試料の配合条件 

 

2.4 実験内容 

1)一軸圧縮試験 

材齢7日と材齢28日の供試体で一軸圧縮試験を行った． 

 

2)保水試験 

供試体を飽和状態にするため24時間水に浸し，35℃

に保った保温器に入れる．一定時間ごとに試料の質量 

の変動が1g以下になった時に測定を終了する．結果か

ら式(1)で保水率を算出する． 

(1)                                100%

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3)透水試験 

透水試験では変水位透水試験を行った．
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7 3 試料 五島蝋石土 珪藻土 

密度(g/cm3) 2.66 2.44 

最適含水比 wopt(%) 9.71 48.70 

最大乾燥密度 ρdmax (g/cm3) 2.08 1.09 
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2.5 試験結果と考察

図-2，図-3 は 9:1,9.5:0.5,8:2,7:3 の材齢 7 日および 28

日の固化材ごとの一軸圧縮試験結果を示す．五島蝋石

土の割合が高いほど強度が上がった．固化材の添加量

が多いほど強度が上がった．防草効果が現れる強度

2000KN/m2 を超えたのは下図の破線を超える供試体で

あった． 

図-2 一軸圧縮強度(材齢 7 日) 

図-3 一軸圧縮強度(材齢 28 日) 

図-4 より間隙比と保水率の関係に注目すると，間隙

比が大きくなるにつれて保水性が高くなった．

2000KN/m2 を超える供試体と注目すると 8:2 の材齢 28

日の固化材添加量 10%は高い保水率を維持した． 

保水率は珪藻土の割合が高くなるにつれて保水性が

上がった．これは珪藻土の性質である多孔質によって，

水分を多く蓄えることで保水性が上昇したと考える． 

図-5 の透水試験結果より，間隙比の大きい珪藻土は 

透水性が良いと考えたが，実際は珪藻土の割合が高く

なるにつれて透水係数が低下した．9.5:0.5，9：1，8：2

の配合は大きな差は無かったが，7：3 の配合は他の配

合と比べて透水性が約 1.0×10-3(cm/s)下回った．これは

五島蝋石に比べて珪藻土は一つ一つの粒子が細かいた

め，粒子間の隙間は狭く，透水性が低下したと考える． 

図-5 透水試験結果 

 

３．おわりに 

一軸圧縮試験，保水試験，変水位透水試験を行った

結果，以下のようなことが明らかとなった． 

1)一軸圧縮強度は固化材添加率，五島蝋石土と珪藻土

の配合によって大きく影響して 9.5:0.5,9:1,8:2 で一軸

圧縮強度 2000kN/m2 を超える防草効果が現れることが

明らかとなった． 

2)保水性は五島蝋石と珪藻土の配合と間隙比によって

保水率が大きく変化する． 

3)透水性は，五島蝋石土と珪藻土の配合と間隙比によ

って透水性が大きく変化する．  
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